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ビジョン誌による生活の質の国際比較
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「ビジョン誌」による生活の質の国際比較

スウ ェーデンは高福祉と高生産性とを兼ねそな

えた国として評価が高かったが、1977-78年には

経済停滞と国際収支に悩まされ、その評価も幾分
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西ドイツ

落ちた感がある。

しかし、それで、もスウェーデンが総合的にみて

福祉と生活の質の高い国だとの評価は変らないよ
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うである。最近、 『ビジョン』という雑誌がヨー

ロッパ諸国の生活の質の比較を試み、その結果、
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ススイ
スウェーデンはこの 「生活の質オリンピック」に

優勝している。この雑誌は、アカデミックな雑誌

ではないので、統計の とり方や得点の出し方、集

計の仕方などかなり問題はある。それでも多数の 2 
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点数化しているので、総合点数が良い という こと

と、 1位になった項目が多いということは、それ
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Vision， July / August， 1978 

(注〉得点は14ヶ国中 1位だと14点、14位だと I点となる。
1位を とった項目は 7項目で、これもデンマーク
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率等である。 日本はこ の「生活の質オリンピッ

ク」の対象とされておらず、アメ リカとともに比

較・参考のために数字だけあげられている。その

フィンランド

イタリー

だけ福祉 と生活の質の高いことを裏付ける一つの

参考となるであろう。その総合結果は第 1表のと
ポノレトガノレ

おりであり、スウェーデンは総合得点で第 1位、
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指標を用いて14のヨーロ ッパの国の経済社会状態

を数量的に比較して主として、その順位によって



資料によると、日本も労災事故率、平均寿命、等

で良い点をとっているが、欧米諸国と比べて今な

お異質に思われる点もいくつかある。都市公園の

一人当たり面積とか、下水道普及率とか休暇日数

が欧米諸国に比べて極立って低いことはよく知ら

れているが、そのほか、ビジョン誌の統計比較は、

人口当たりの劇場数が少ない(その代りテレビの

全国チャンネノレ数が世界一多い〉こと、人口当た

りの娯楽用ボートないしヨットの数、スポーツ・

クラブに属している人口、家庭に人々を招待する

機会など、総じて住環境と余暇の充足面で、日本は

欧米諸国に比べて遅れていることを示している。

スイス・ユニオン銀行による賃金 ・物価

・購買力の国際比較

このようにスウェーデンは生活の質指標の点で

はすぐれているが、社会保障や環境の質や教育機

会の均等化のために多大な資源を用いているため

もあって、賃金と購買力でみるとアメリカ、カ ナ

ダ、スイス、オラ ンダ、等に及ぱなし、。 ことに再

分配後の所得の購買力ではオーストリアや西ドイ

ツにも及ばないものと推定される。スイス・ユニ

オン銀行が世界の41都市についての賃金・物価・購

買力の比較(第2表〉を行なっているが、それに

第 2表 主要国の賃貸住宅家賃 (家具付でない

場合〉の国際比較

l高クラス|低クラス

アムステノレダム (オランダ〉 220 49 

フやリュッセ yレ (ベノレギー〉 180 45 

コペンハーゲン (デンマーク〉 310 58 

デュツセノレドノレフ (西ドイツ〉 390 91 

リ スボン (ポ/レトガノレ〉 160 37 

ロ ン ドン (イギリス〕 320 74 

ロスアンゼノレス (アメリカ〉 450 95 

マドリード (スペイン〉 290 55 
、、、、 フ ノ (イタリア〉 230 51 

モントリオール (カナダ〕 710 119 

ニューヨーク (アメリカ〉 850 205 

オ ス ロ (ノノレウェー〉 400 85 
ノ、。 リ (フランス〕 450 93 

ストックホノレム(スウェーデン〕 250 60 

シドニ ー (オーストラリア〕 620 90 

東 玉孔 〔日 本〉 1. 500 292 

ウ イ ン(オーストリア〕 320 69 

チューリッヒ (スイス〕 500 100 

(注)チュ リッヒの低クラスの家賃を100とした指数。
(出所)Union Bank of Swizerland， Prices and 

Earnings Around the Globe， 1978 
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よると、最高の名目賃金を保っている国はアメリ

カであり、実質購買力の最高もアメリカ、 2位は

カナダである。スウェーデンのストックホノレムの

賃金は名目では比較41都市の中で10位であるが、

再分配後の賃金の実質購買力では、 21位である。

日本の東京は、名目賃金では17位であるが、物価

水準が比較国中最高なので、実質賃金では再分配

前でも後でも、いわゆる先進国とみなされている

国の主要都市の中では最も低いという結果になっ

ている。もっともこれは欧米的生活様式を想定し

たため、欧米人並みの住宅に住み、欧米人が食べ

、 るように酪農品を食べると想定したためでもあ

る。たとえば欧米並みの住宅に住むと想定する

と、日本の東京の家賃は、ストックホルムやロン

ドンの 4四 5倍であることをこの資料(第2表〉

に示している。

社会指標でみるスウェーデンの総合福祉水準

筆者も以前から、福祉水準の国際比較に興味を

持ち、経済指標および社会指標を用いて福祉水準

の国際比較を行なってきた。その結果によると、

1960年代末の統計を用いて1970年に行なった主要

7ヶ国(日本、スウェーデン、アメリカ、イギリ

ス、西ドイツ、フランス、イタリア〉の比較では、

スウェーデンの得点が総合で第 1位であり、日本

は当時7ヶ国中最下位であ った。(この論文は後に

H. Simonis & U. E. Simonis， eds. ]apan: 

Economic and Social Studies in Development， 

Otto Harrassowitz Wiesbaden， 1974に収載さ

れている。〕この結果は同盟(全日本労働総同盟)

の福祉ビジョン Ci70年代の生きがい保障J)でも

確認されている。

これらの国々のほか、オランダ、ノノレウェ一、

カナダを加えた比較を筆者は最近行なったが、そ

の結果でも、スウェ ーデンは最も多くの指標につ

いて第 1位を占めており、やはりスウェーデンが

福祉水準の高い国だといえそうである。一方、日

本のほうもその後、経済指標ではもとより、社会

指標でみても大いに発展し、平均寿命、労働災害

率、犯罪率等で最も良い成績を示している。唯、

住環境と余暇の点、では、依然として欧米の最先進

諸国との聞に距離があるように思われる。各指標

についての日本の順位と、各指標についてトップ

の成績をとった国は第3三表の示すとおりであ

り、ス ウェーデンは、比較した42指標のうち15の



指標で比較10ヶ国中最も良い成績を示している 。

このように、社会指標等でみると、スウ ェーデ

ンは福祉と生活の質という点で、総合的にみて世

界で最も水準が高い国のように思われるが、唯、

重視する領域いかんでは、再分配後の可処分所得

の購 買力のように先進国の中では高くない項目も

あるし、また、 いわゆるアーミ一指標と 呼 ばれる

指標だけとってみると 、ス ウェーデンは、離婚率

で高く、 労働者の欠勤率や離職率も高く 、性病患

者率、自殺率も欧米先進国の中では高いほうなの

で、社会病理が深刻な国だとの見方もある。一

方、こ の種のアノミ一指標だけでみると、日本は

先進国中で最も「健全」 だとの診断も下しうる。

このよう に、社会指標のよ うな客観的にみえ る

指標を用いても、重点の置きどころや判断によっ

て異なるが、おそらく客観的な言い方をすれば、

スウェーデンはアノミ一指標以外の領域では概し

て福祉と生活の質のすぐれた国で、あり、他方、日

本はアノミ一指標に関して は先進国中で最も好績

であるものと推定されるが、住環境と余暇および

余暇充足のファシリティ(施設〉等で劣っ ている

といってよいだろう。

第3表 社会指標による福祉水準の比較一日本の順位と各指標に関して最も成績の良かった国の名前

福(主要祉な社ニ会的ー関心ズ) | 福 祉 指 標 (分母は比較) 比較した国の中
した国の数 のl位の国

|+ l税人当り国保民所険料得等〔間 年後〉 7//11 0 |スウ ェーデン
経 所得と資産の水準 十 同 ・ 社 会 控除 (1977年〉 3/10 アメリカ

済 - 10分位所得分布(ジニ係数〉 2/10 スウェー7':ン

的 所得と資産の分配 一賃金格差(企業別および男女別〉 10/10 スウ ェーデン

福 +労働分配率(製造業〕 9 -10/10 
まfこfiフランス

ネ止
所得と資産の安定 一 失消費業者物価率上昇率年対(1970-77年〉 8/10 西ドイツ

-~ ~ $ (1970 代〉 2 -3/10 スウェーデン

+社会保醐付費当当{ 塁 間待比四42〉
10/10 スウェーデン

生存保 障
国 1 り(1974~) 10/10 スウ ェーデン

十社(1会福祉 {人口 り社会人人福祉当ホームヘノレパー数 10/10 スワェーデン
生 973年〉人口 り老ホーム定員数 10/10 デンマーク

存

一 人口当当りりり当72火労自年り動働災の車事災犯平害事故均故罪死)1死亡率〈 〈197/1ぴ4E年7同i6前年g未後の逐) 115///11i700D ) 1i 9 u 

日 本
一 人口 亡率 1975 平均〉 日 本

手ド ーー 安 全 一人口当 死亡 霊 i イタリア
1/ 日 本

一人(1口 発{謀生強件殺盗およ 3l//a q 
ノノレウェー

971/ 件数 日 本

ス J寝室"昨日告 13260/ // / 18 

スウェーデン

経 健 康一乳 霊率 (1 975~"! t-.:fil97 4年〉 17 0、 スウ ェーデン

一妊全 (1973 スウェーデン
一 (1974 10 オラ ンダ

主要河川水質汚染〔溶二二存酸酸酸酸紫J妻。 0) 4-5/6 イギ‘リス

環境破壊 一 主要主都都市大気〉汚染度f化硫炭黄 ((ppm〉〉 1/ // 4 
日 本

済 環 (のみ 化雲 ppm 1/3 日 本

境
化窒 2/3 イギリス

+都下水市1人普当 り公園面積(主都のみ〉 10/10 スワ ェーデン
。〉 + 道及率 8/8 イギリス
質

一住宅1部屋当り人数 10/10 
イギリス、アメリ

|め 一
住環境の質 カ、カナダ

++持水1戸洗家便当り普室率数(世帯人数による調整後〉 7-8/9 イギリス
3/9 アメリカ

ズ + 便所及率 10/10 イギリス

労働環境の質 |二 ZBZ霊ι言語鼎数〔雇用労働者数当り〉
10/10 |スウェーデン

福 3 西ドイツ

+人人口当当当り局等教育在籍者数 3 アメリカ

精神文化

教育 ・文化・ 十 日 り電籍話刊紙台発数発
4 アメリカ

情報 十人口 り日 行部数数 2 スウ ェーデン

十 人口当当り書 行部数 9/10 スウェーデン
祉 十人口 りテレビ台 8 -9 /10 アメリカ

自殺率(人口当り自殺率 7 イタリア

疎外・ (1974年〉 老人自殺率 10 イギリスまたは

ズ アノミー現象
イタリア

一離労働婚者率無断欠勤率(推定〉
1 日 本
1 日 本

[ 海め外の協福祉力の十ー 1+発展途上国への政府援助の対GNP比 9 |スウ ェーデン

掛 川順位は福祉の観点からみて好ましいと仮説的に想定した基準 うる。
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せらお知

大平理事長総理大臣ご就任

大平理事長にはご高承のとおり 12月7日総理大臣に就任されました。ここに心より祝意

を表します。

なお、大平理事長には、去る11月27日当研究所理事長辞任の意を示され、 12月20日の研

究所理事会で承認されました。

平田富太郎理事 勲一等瑞宝章ご受章

当研究所理事平田冨太郎先生には、 11月3日勲一等瑞宝章を受章されました。ここに心

よりご祝詞申し上げます。

油谷精夫監事 勲三等瑞宝章ご受章

当研究所監事油谷精夫先生には、 11月3日勲三等瑞宝章を受章されま した。 ここに心よ

りご祝詞申し上げます。

西村光夫理事所長職ご退任

平田冨太郎理事所長ご就任

当研究所設立以来所長としてその発展に貢献されました西村光夫理事には、予て設立10

周年を経過しました機会にその所長の職を退く旨表明してお られま したが、その後任とし

て平田富太郎理事の所長就任のご内意を得ましたので、 12月20日の理事会においてその更

迭が承認されました。ここに西村前所長の永年のご功績に対レL、より敬意と謝意を表しま

すと共に平田新所長の今後のご指導を懇願いたします。
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ッツオン氏挨拶〉

5. 16 本年度第 1回スウェーデン語講習会開

講(当初以来通計37回目〉

5. 22 西村所長、フリ ッツオン大使館報道、

情報担当官と研究所運営につき懇談

6. 9 西村所長が来日を斡旋したスウェーデ

ンフォークダンスチーム来日

6. 19 教育研究会開催 「ウプサラ大学に 2年

学んで」と題し、石崎秀和慶応義塾大学文学部助

手講話

6. 26 当研究所の定例理事会、総会開催(事

業計画等審議〉

西村所長、大使館にウ ーデグアノレスウ

ェーデン大使を訪問、研究所の状況を報告

7. 3 経済・産業研究会開催、 「スウェーデ

ンの経済 ・財政の現状と見通し」 と題し、大使館

ファイナンス ・カウンセラ一、ク/レト・ボリ一氏

講演

7. 20 

美直尾丸事

ソーシヤノレワーカーのマーガレッタ・

リリエベック女史の要望に応じ 「日本のソーシヤ

ノレワーカーの教育の研究」に関し、厚生省都民生

局等紹介

8. 1 福祉国家研究会開催(厚生省助成 「福

祉政策の総合化」について、第一回)
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1. 20 ノレンド大学前助教授スグエン・リーデ

ンフェJレト氏と 「人間関係と生産性」のテーマで

研究所幹部討論

1. 21 ストックホノレム大学国際教育問題研究

所所長トーノレステン ・フセーン教授夫妻と西村所

長、中嶋教授懇談

1. 27 日瑞共同研究(経済成長と福祉〉打合

A 
ヨコミ

2. 24 53年度の厚生省厚生科学研究補助の申

請として、 「福祉政策の総合化」の研究をテーマ

とする説明書を提出

3. 23 厚生省厚生科学研究補助申請につきヒ

ヤリング実施

4. 20 厚生省官房企画室へスワェーデンの福

祉、医療に関する情報資料の提出開始

4. 21 健康保険組合連合会石本研究室長を訪

問、スワェーデンの健康保険関係資料の集収につ

き打合

5. 15 協同組合研究会開催(於、家の光ピル)

「北欧の協同組合活動」と題し福田雅一研究所評

議員講話(大使館報道、情報担当官ペーノレ ・フリ
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会保険補足給与」の小野寺百合子当研究所理事に

よる翻訳、出版決定す

10. 31 昭和54年度スウェーデン派遣研究員の

募集を締切る。応募計16名。直ちに選考委員によ

る書類選考を開始す

11. 13 西村所長、小野寺理事が大使館報道・

情報担当官ペール・フリッツオン氏に事業状況を

報告す

11. 24 スウェーデン産業連盟会長イベロート

氏との技術交流懇談会(経団連主催〉に西村所長

出席し、日瑞基金による技術交流委員会の発足と

事業計画につき説明す

12. 18 昭和54年度派遣研究員の書類選考まと

まり、面接選考への出席者5名を決定す

12. 20 研究所臨時理事会開催、大平理事長の

退任、西村所長退任、平田冨太郎理事の所長就任

の承認等を決議す

12. 21 西村、小野寺両理事、理事会の結果等

をスウェーデン大使、フリッツオン報道・情報担

当官に報告し、当研究所の活動事情に関し懇談す

8. 23 研究所創立10周年記念事業のスウェー

デンに関する高校生論文特賞入賞者秋元薫氏(都

立戸山高校3年生〉が、東京新聞、スカンジナビ

ア航空およびスウ ェーデン政府の援助により、

週間の予定でスウェーデン見学に出発

8. 26 福祉国家研究会開催(厚生省助成 「福

祉政策の総合化」について、第二回〉丸尾、小野

寺研究所理事の中開発表

9. 20 都民生局主催講演会で 「スウェーデン

の社会福祉」と題し、小野寺百合子研究所理事講

演

9. 23 西村研究所所長スウェーデンへ出張

(日瑞基金・瑞日基金合同会議出席と当研究所の

現地関係者と情報交換のため〉

9. 25 本年度第2回スウェーデン語講習会開

講(当初以来通計38回目〉

10. 23 教育研究会開催(厚生省助成 「福祉政

策の総合化」について、第三回) r教育と福祉政

策の総合化」と題し、中嶋博研究所理事講話

10. 30 全日本労働総同盟の援助により、スウ

ェーデン社会福祉審議会答申 「社会サービスと社
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